
学
研
究
科
に
新
設
さ
れ
た
社
会
人
特
別

入
学
制
度
を
活
用
し
て
、
大
学
院
に
進
学

す
る
よ
う
強
く
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時

の
本
校
経
営
陣
か
ら
合
格
出
来
る
の
で

あ
れ
ば
援
助
す
る
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
許
可

が
出
ま
し
た
。
歯
学
部
の
大
学
院
受
験
資

格
は
、
高
校
卒
業
後
6
年
以
上
の
高
等
教

育
が
必
要
で
、
私
の
場
合
は
大
学
2
年
、

専
門
学
校
2
年
、
北
大
で
の
研
究
生
が

ト
ー
タ
ル
で
2
年
半
の
合
計
6
年
以
上

あ
り
、
北
大
歯
学
部
教
授
会
で
受
験
資
格

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
の
入
試
で
は

辞
書
持
込
で
英
語
の
試
験
を
受
け
、
論
文

試
験
と
面
接
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
3
月

上
旬
に
45
歳
で
合
格
を
確
認
し
た
時
、
は

る
か
昔
の
浪
人
時
代
に
勉
強
し
た
こ
と

が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
役
立
つ
と
は
夢
に

も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
科
歯
科
大
学

名
誉
教
授
故
神
沢
康
夫
先
生
が
仰
っ
た

「
人
生
３
万
日
の
定
理
」
を
実
感
し
た
瞬

間
で
し
た
。
な
る
べ
く
多
く
の
こ
と
を
若

い
こ
ろ
に
体
験
、
経
験
し
て
お
く
こ
と
は

本
当
に
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
あ
あ

あ
大
学
院
で
は
、
歯
科
技
工
用
レ
ー
ザ
ー

溶
接
に
つ
い
て
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
校
の
勤
務
が
終
了
し
て
か
ら
登
院
し
、

土
曜
日
、
日
曜
日
は
朝
か
ら
研
究
室
に
入

り
ま
し
た
。
研
究
内
容
は
、
チ
タ
ン
板
を

使
用
し
て
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
溶
接
変
形

や
歯
科
用
貴
金
属
と
チ
タ
ン
の
レ
ー

ザ
ー
溶
接
強
度
な
ど
を
測
定
し
、日
本
歯

科
理
工
学
会
学
術
大
会
で
3
度
の
口
頭

発
表
と
日
本
金
属
学
会
誌
欧
文
誌

（JIM
M

）
お
よ
び
日
本
歯
科
理
工
学
会
欧

文
誌
（DM

J

）に
投
稿
し
た
論
文
が
受
理
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
大
学
院
修
了
規
定
を

満
た
し
、
主
査
、
副
査
に
よ
る
最
終
審
査

を
無
事
終
了
し
歯
学
博
士
号(

北
大
７
２

２
３
号)

を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。
歯
科

技
工
用
レ
ー
ザ
ー
溶
接
機
を
研
究
の
た

め
に
購
入
い
た
だ
た
亘
理
教
授
、
ま
た
、

直
接
ご
指
導
い
た
だ
い
た
大
川
昭
治
先

生
、
宇
尾
基
弘
先
生
、
ロ
ス
カ
先
生
、
赤
坂

司
先
生
、
菅
原
敏
技
官
に
衷
心
か
ら
の
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
あ 

あ
あ
あ 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
功
労

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
。
本

校
関
係
諸
兄
の
絶
大
な
る
ご
理
解
・ご
協

力
と
愚
妻
結
花
の
協
力
の
賜
物
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

あ
あ 

 
 
 
 

  

岩
﨑 

佳
治 

副
校
長
は
本
校
2
期
生
で
、
卒
業
後
は
専
任
教
員
と
し
て
37
年
間
勤
務
し
、
今

年
3
月
に
定
年
を
迎
え
ま
し
た
！
道
内
で
は
唯
一
歯
科
技
工
士
で
歯
学
博
士
号
を
取
得
し
、

今
年
4
月
に
は
歯
科
技
工
士
と
し
て
は
初
め
て｢

日
本
歯
科
理
工
学
会
功
労
賞｣

を
受
賞
致
し

ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
に
際
し
て
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。  
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編

集

後

記 

9
月
6
日
（木
）に
発
生
し
ま
し
た
平
成
30
年
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
北
広
島
市
も
最
大
震
度
5
弱
を
観
測

し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
学
生
・教
職
員
と
も
に
全
員
無

事
で
学
校
も
物
が
散
乱
し
た
く
ら
い
で
、
大
き
な
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
発
生
直
後
よ
り
続
い
た
停
電

も
7
日
（
金
）
夜
に
解
消
さ
れ
、
台
風
21
号
の
被
害
が

あ
っ
た
5
日
（
水
）
か
ら
臨
時
休
校
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
10
日
（
月
）
よ
り
授
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ご
心
配
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
岩
﨑
副
校

長
が
3
月
で
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
62
歳
の
今
も
尚
、教

鞭
を
ふ
る
う
姿
、
学
生
に
彫
刻
を
デ
モ
す
る
姿
は
ま
だ

ま
だ
現
役
そ
の
も
の
！
親
父
ギ
ャ
グ
に
も
ま
す
ま
す
磨

き
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
（笑
）こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

副
校
長
そ
し
て
看
板
教
員
と
し
て
、
幅
広
い
知
識
と
経

験
を
未
来
の
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
達
に
託
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
４
月
に
受
賞
さ
れ
た
歯
科
理
工
学
会
功

労
賞
受
賞
の
コ
メ
ン
ト
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
輝
か
し
い
経

歴
も
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
さ
て
学

校
は
就
活
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
ほ
ど
良
い
緊
張
感
の
中

で
着
実
に
準
備
を
進
め
、
あ
り
が
た
い
事
に
、
す
で
に
殆

ど
の
学
生
が
内
定
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ば

か
り
は
本
人
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
や
相

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
焦
る
気
持
ち
を
グ
ッ
と
抑
え
て
、

自
分
の
能
力
を
存
分
に
発
揮
出
来
、
い
き
い
き
と
働
け

る
進
路
を
選
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
内
定

は
決
し
て
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
社
会
人
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
地
点
で
す
。
将
来
を
見
据
え
て
明
確
な
目
標
を

掲
げ
て
く
だ
さ
い
。
今
後
は
が
む
し
ゃ
ら
に
や
る
だ
け
で

は
ダ
メ
で
す
。
正
し
い
場
所
で
正
し
い
方
向
に
努
力
を

し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
良
い
人
生
を
歩
め

る
よ
う
に
学
校
は
応
援
し
続
け
ま
す
。 

 

編
集
担
当 

2/2（土）   3/27（水） 
 

時間 10：00～14：00（ランチ付き） 

〇交通費補助 500～10,000円  
〇保護者説明会同時開催  
〇体験実習＆模擬授業 
〇個別相談会  〇校内ツアー  
〇豪華オリジナルグッズプレゼント 
 

お申し込みは
HPから簡単に
出 来 ま す 。 

 

Xmasスペシャル開催 12/15（土） 
 ★特別実習、豪華プレゼント、ケーキ等 

副
校
長 

岩
﨑 

佳
治 

受
賞 

３
月
卒
業 

ア
ン
ナ
さ
ん 

が 

道
新
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

3
月
4
日
の
北
海
道
新
聞
の
朝
刊
に
、
言
葉
の
壁

を
乗
り
越
え
、
今
年
晴
れ
て
卒
業
し
た
ア
ン
ナ
さ
ん

に
つ
い
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ナ
さ

ん
は
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
リ
ン
州
出
身
で
、
２
０
０
４
年
に

日
本
人
男
性
と
結
婚
し
ま
し
た
。
現
在
は
男
の
子
２

人
の
マ
マ
で
、
札
幌
市
に
在
住
し
て
い
ま
す
。
16
年
春

に
幼
少
期
か
ら
夢
見
て
い
た
歯
科
技
工
士
を
目
指

す
た
め
、
本
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
2
年
間
の
学
校

生
活
は
、
日
本
語
の
勉
強
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
入

学
前
に
日
本
語
学
校
に
半
年
通
っ
て
準
備
を
し
た
も

の
の
、
専
門
用
語
な
ど
の
漢
字
は
難
し
く
、
教
員
に

頼
ん
で
教
科
書
に
ふ
り
が
な
を
付
け
て
も
ら
い
な
が

ら
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
猛
勉
強
し
ま
し
た
。
Ｓ
ｓ
ｓ 

 
 

そ
ん
な
努
力
が
実
を
結
び
、
学
年
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
、
全
国
模
擬
試
験
で
は
上
位
10
位
に
入
る
ほ
ど
の

実
力
を
つ
け
、
2
月
に
受
験
し
た
国
家
試
験
に
も
無

事
に
合
格
し
ま
し
た
！
ま
た
、
3
月
8
日
の
道
新
の

夕
刊｢

ま
ど｣

に
は
、
卒
業
ま
で
の
2
年
間
担
任
と
し

て
支
え
続
け
た
恩
師
で
、
結
婚
を
期
に
３
月
で
退
職

さ
れ
た
藤
山
先
生
と
の
絆
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
ま
し

た

。
Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ  

 
 

卒
業
式
当
日
、｢

先
生
が
た
の
お
か
げ
で
す
。
今
後

も
勉
強
を
し
て
、
歯
科
医
師
か
ら
指
名
さ
れ
る
歯
科

技
工
士
に
な
り
た
い｣

と
今
後
の
目
標
を
熱
く
語
っ

て
い
た
ア
ン
ナ
さ
ん
。
現
在
は
道
内
最
大
手
の
株
式

会
社
札
幌
デ
ン
タ
ル
・ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
に
就
職
し
、
子

育
て
と
両
立
し
な
が
ら
新
米
歯
科
技
工
士
と
し
て

更
な
る
夢
実
現
の
た
め
に
忙
し
く
勤
務
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
あ 

 
 
 
 
 
 

あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ 

昭和３１年  ３月 北海道後志郡古平町港町で出生 
昭和５４年  ４月 北海道歯科技術専門学校入学 
昭和５６年  ３月 同校卒業、同校専任教員として採用 
昭和６１年  ４月 北海道大学歯学部研究生、 
              日本歯科理工学会入会 
平成  ４年   ４月 北海道大学歯学部歯科理工学講座研究生 
平成  ４年   ８月 日本歯科技工学会第１４回学術大会発表 
            （於、札幌教育文化会館） 

平成  ５年   ９月 日本歯科技工学会最優秀論文賞受賞 
            （於、大阪歯科大学天満橋校舎） 

平成   ９年 １０月 北海道大学歯学部歯科理工学講座研究生 
平成１０年 １１月 第３回国際歯科技工学術大会招待講演 
平成１１年  ８月 日本歯科技工士会生涯研修認定講師就任 
平成１２年  ２月 日本歯科技工学会認定士就任 
平成１３年  ４月 北海道大学大学院歯学研究科博士課程入学 

 
平成１５年 ８月 日本歯科理工学会Dental Material Senior Adviser認定 
平成１７年 ３月 北海道大学大学院歯学研究科博士課程修了、博士（歯学） 
               北海道大学7223号取得 
平成１９年 ４月 北海道歯科技術専門学校付属歯科技工研究所長就任 
平成２２年 ４月 北海道歯科技術専門学校副校長就任、 
                                   ( 一社)日本歯科理工学会理事就任 
平成２３年 ４月 日本歯科技工学会認定士審査委員会委員就任 
平成２４年 ４月  （公社）日本歯科技工士会認定講師審査委員会委員就任 
平成２６年 １０月 日本歯科技工学会北海道・東北支部長就任 
平成２７年  ４月 歯科技工士国家試験委員就任（実地試験） 
平成３０年    ３月 北海道歯科技術専門学校定年退職、 
                                   嘱託職員として採用、現在に至る。 
平成３０年  ４月 日本歯科理工学会功労賞受賞 
                                   （於、大阪歯科大学樟葉校舎） 
 
 
 

経 歴 

日
本
歯
科
理
工
学
会
功
労
賞
を
受
賞
し
て 

受 賞 の 盾 

 

平
成
30
年
4
月
14
日 

第
71
回
日
本

歯
科
理
工
学
会
学
術
大
会
が
大
阪
歯
科

大
学
樟
葉
校
舎
で
開
催
さ
れ
、
学
会
長 

河
合
達
也 

先
生
か
ら
功
労
賞
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
30
年
以
上
歯

科
理
工
学
会
に
所
属
し
、
学
会
の
発
展
に

寄
与
し
た
者
で
所
属
組
織
を
退
職
す
る

人
が
対
象
の
よ
う
で
す
。
私
も
昭
和
61
年
、

当
時
の
北
大
歯
学
部
歯
科
理
工
学
教
室

の
教
授
太
田
守
先
生
か
ら
歯
科
理
工
学

会
に
誘
わ
れ
、
以
来
32
年
間
会
員
を
続
け

て
お
り
、
今
春
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
長
き
に
亘
り
歯
科
理
工
学

会
に
所
属
で
き
た
の
も
、
毎
年
の
全
国
大

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
本
校
関

係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
お

陰
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ 

 
 

さ
て
、
私
が
本
校
に
奉
職
し
た
こ
ろ
は
、

「
歯
科
技
工
学
の
確
立
」
が
話
題
と
な
っ

て
お
り
、
歯
科
技
工
学
会
活
動
が
今
以
上

に
盛
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
に
あ

る
歯
科
技
工
士
養
成
校
の
教
員
が
歯
科

技
工
学
会
で
競
っ
て
発
表
を
行
っ
て
い
た

時
代
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
平
成
4
年
に

第
14
回
日
本
歯
科
技
工
学
会
学
術
大
会

が
札
幌
で
開
催
さ
れ
、
何
か
発
表
し
ろ
と

上
司
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
北
海
道
大

学
歯
学
部
歯
科
理
工
学
講
座
の
研
究
生

に
な
り
、
大
川
昭
治
先
生
の
ご
指
導
を
頂

き
な
が
ら
「
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
鑞

付
部
の
疲
労
強
度
」
の
演
題
で
口
頭
発
表

を
行
い
、
日
本
歯
科
技
工
雑
誌
に
投
稿
し

ま
し
た
。
そ
の
論
文
が
最
優
秀
論
文
賞
を

獲
得
し
、
翌
年
、
大
阪
歯
科
大
学
天
満
橋

校
舎
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
第
3

回
国
際
歯
科
技
工
学
術
大
会
招
待
講
演

に
繋
が
り
、
日
本
歯
科
技
工
士
会
の
生
涯

研
修
講
師
や
日
本
歯
科
技
工
学
会
の
認

定
講
師
に
繋
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
太
田
教
授
後
任
の
亘
理
文
夫
教
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 4/7（土）入学式   

◆10/2（火） 志星祭代休 

12（金）～14（日） 国内研修旅行（関東方面） 

13（土） 第一期入学試験 

29（月）～31（水） 後期中間試験 

◆11/10（土） 第二期入学試験 

13（火）～16（金） 研究科海外研修（台湾） 

◆12/8（土） 第三期入学試験 

15（土） Xmas特別 オープンキャンパス 

21（金） 終業 

28（金）～1/4（金） 冬期閉鎖期間 

◆1/8（火） 始業 

8（火）～11（金） 卒業試験 

12（土） 第四期入学試験 

31（木）2/1（金）4（月）5（火） 進級試験 

◆2/2（土） オープンキャンパス 

27（水）28（木） 研究科卒業審査会・発表会 

◆3/2（土） 卒業式 

14（木） 終業 

19（火）20（水） チカホ 歯科技工士PRイベント 

27（水） オープンキャンパス 
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 7/6（金）体育大会   

学校の日常♪ 
      

 

＆ ヒ ヨ コ の キ モ チ 
元気いっぱい、夢いっぱい！未来のスペシャリストに突撃インタビューしました☆ 
                                                                

本科１年生 代表 
恵庭南高校出身 
まつはし   

松橋 ひかりさん 

Ｑ  学校生活で印象深かったこと 
2年生になってから初めて彫刻を本格的に取り組むようになりました。改めて｢歯｣と向き合って 
みて難しさはもちろんですが、奥深さ・面白さを実感しました！ 
Ｑ  初めてのひとり暮らし！感想は？？ 
学校のすぐそばのアパートに住んでいます。実は不安よりもわくわくのほうが大きかったので、 
自由を満喫しています♪ 
Ｑ  国家試験に向けた意気込み！！卒業後の目標 
学科は少し苦手なので、勉強を頑張ります（笑）あと実技では屈曲がまだまだ特訓が必要なの
で本番までに克服したいです。先日第一志望の会社に内定を頂きました！！正直、自分が社会
人になる実感が沸かないのですが、早く実践でお役に立てるようになりたいと思っています！ 

9 / 1 4（金）ボーリング大会 
      

本科2年生 代表 
伊達高校出身 
こばやし    あ  み 

小林 亜美 さん 

研究科性 代表 
弟子屈高校出身 
 ありま   あきひろ 

有馬 彰宏 さん 

わくわくドキドキでしたね♪ 

天候にも恵まれて絶好の 
       運動日和でした(*ﾟ▽ﾟ*) 

みんな汗だくになりながらも 
白熱した試合が繰り広げられましたね♪ 

放課後みんなで仲良くBBQー ヽ (*´∀｀)ノ 

岩﨑先生の彫刻に 
 みんな釘付けです |дﾟ) 

 ボーリングはもちろんですが、その後の 
ランチバイキングも盛り上がりましたね☆ 

和気あいあいなゴロッケー☆ミ 
先輩らしく後輩をリード出来ていました(^q^) 

Ｑ  歯科技工士を目指したきっかけ 
高校１年生の時に職業進路学習の時間に、歯科技工士の講話を聞いたのがきっかけです。もとも
と医療系の分野に興味があり、いい職業だなと感じて興味を持ちました。 
Ｑ  好きな教科と苦手な教科、勉強のコツは？？ 
実技では歯冠、学科では理工学です！苦手なのは実技・学科共にフルデンチャーです（笑）勉強
する際に必ずやることは、教科書を読み込んで大事な部分をマーカーでチェックして確認しま
す。 
Ｑ  学校生活で楽しいこと、2年生に向けての意気込み♪ 
休み時間やお昼に友達と過ごす何気ない時間が楽しいです！！2年生に向けては苦手教科を 
克服出来るように頑張りたいと思っています。 
 

Ｑ  研究科に進学を決めた理由は？ 
高校生の時には研究科に進学することを決めていました！様々な講義や臨床ケースを通して
スキルアップして自信を付けてから就職したかったので。 
Ｑ  印象に残った授業 
現役バリバリでご活躍されている小栗先生の授業です。ミリングデンチャーを初めて製作した
事と、先生の人柄と話が面白くて大変印象に残っています。完成まで3日間くらいかかり、適合
は納得いくものではありませんでしたがすごく勉強になりました。 
Ｑ  就職後の目標 
まずは会社のみなさんに早く顔を覚えて頂く為に、積極的にコミュニケーションと取っていきた
いと思います。そして先輩の技術を見て盗む！くらいの意気込みで、早く仕事を覚えて技術を
磨いたいですね。 


